
(57)【要約】

【課題】引出導体の断線の無いフレキシブル基板の取付

構造を提供すること。

【解決手段】本発明のフレキシブル基板の取付構造にお

いて、フレキシブル基板１０には、誘発部１４と、この

誘発部１４と回路基板５の一端５ａとの間に強化部１５

が設けられたため、フレキシブル基板１０が曲げられた

際、誘発部１４の曲がりに伴って、強化部１５が撓み代

となって緩やかに曲がって、曲げ応力が分散し、回路基

板５の一端５ａにフレキシブル基板１０の応力集中が発

生せず、従って、引出導体１１の断線の無いものが得ら

れる。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ラ ン ド 部 が 設 け ら れ た 回 路 基 板 と 、 前 記 ラ ン ド 部 に 接 続 さ れ る 引 出 導 体 を 有 す る 帯 状 の フ
レ キ シ ブ ル 基 板 と 、 こ の フ レ キ シ ブ ル 基 板 が 前 記 回 路 基 板 に 重 ね 合 わ さ れ た 状 態 で 、 前 記
フ レ キ シ ブ ル 基 板 が 前 記 回 路 基 板 の 一 端 か ら 突 出 し て 前 記 回 路 基 板 に 取 り 付 け ら れ た も の
に お い て 、
　 前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 は 、 前 記 回 路 基 板 の 前 記 一 端 か ら 離 れ た 前 記 一 端 近 傍 の 位 置 に 設
け ら れ 、 周 囲 よ り 曲 げ 強 度 の 弱 い 曲 げ 誘 発 部 と 、 こ の 誘 発 部 よ り も 曲 げ 強 度 が 強 く 、 前 記
誘 発 部 に 隣 接 し て 設 け ら れ た 強 化 部 を 有 し 、 こ の 強 化 部 が 前 記 誘 発 部 と 前 記 一 端 と の 間 に
配 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す る フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 誘 発 部 は 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 突 出 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 設 け ら れ た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 に は 、 前 記 引 出 導 体 を 覆 う 絶 縁 膜 が 設 け ら れ 、 前 記 誘 発 部 が 前 記 絶
縁 膜 の 除 去 部 に よ っ て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 又 は ２ 記 載 の フ レ キ シ ブ ル
基 板 の 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 絶 縁 膜 の 前 記 除 去 部 は 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 突 出 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 の 全
幅 に わ た っ て 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 誘 発 部 は 、 前 記 引 出 導 体 上 の 前 記 絶 縁 膜 を 残 し た 状 態 で 、 前 記 絶 縁 膜 に 設 け ら れ た 前
記 除 去 部 に よ っ て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構
造 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 絶 縁 膜 は 、 前 記 回 路 基 板 と 前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 と の 間 に 介 在 し た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ３ か ら ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 に は 、 複 数 の 孔 が 設 け ら れ 、 前 記 誘 発 部 が 前 記 孔 に よ っ て 形 成 さ れ
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 回 路 基 板 に は 、 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル 用 の 撮 像 素 子 が 接 続 さ れ 、 前 記 撮 像 素 子 か ら の 信 号
が 前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 介 し て 導 出 さ れ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ７
の 何 れ か １ 項 に 記 載 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 携 帯 電 話 機 等 に 使 用 さ れ る カ メ ラ モ ジ ュ ー ル や 種 々 の 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト 等 に
使 用 し て 好 適 な フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ６ は 従 来 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 の 要 部 断 面 図 で あ り 、 次 に 、 従 来 の フ レ キ シ
ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 の 構 成 を 図 ６ に 基 づ い て 説 明 す る と 、 ガ ラ ス 基 板 ５ １ に は 、 フ ィ ル タ
ー 基 板 ５ ２ が 取 り 付 け ら れ る と 共 に 、 ガ ラ ス 基 板 ５ １ の 上 面 に 設 け ら れ た 端 子 群 に は 、 異
方 性 導 電 膜 ５ ３ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 帯 状 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ５ ４ は 、 下 面 側 に 設 け ら れ た 引 出 導 体 ５ ５ と 、 こ の 引 出 導 体 ５
５ の 端 部 の 端 子 部 ５ ５ ａ を 除 く 下 面 に 設 け ら れ た 第 １ の 絶 縁 膜 ５ ６ と 、 端 子 部 ５ ５ ａ と 第
１ の 絶 縁 膜 ５ ６ の 一 部 に 対 向 し た 状 態 で 、 上 面 に 設 け ら れ た 第 ２ の 絶 縁 膜 ５ ７ を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 そ し て 、 こ の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ５ ４ は 、 端 子 部 ５ ５ ａ が ガ ラ ス 基 板 ５ １ 上 の 異 方 性 導 電
膜 ５ ３ に 圧 着 さ れ て 、 ガ ラ ス 基 板 ５ １ に 取 り 付 け ら れ 、 従 来 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構
造 が 構 成 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 従 来 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 に あ っ て は 、 ガ ラ ス 基 板 ５ １ の 一 端 （ 側
面 ） ５ １ ａ の 近 傍 が 曲 げ 強 度 の 弱 い 曲 げ 誘 発 部 ５ ８ と な り 、 こ の 誘 発 部 ５ ８ に 対 し て 一 端
５ １ ａ と 反 対 側 に 、 誘 発 部 ５ ８ よ り も 曲 げ 強 度 の 強 い 強 化 部 ５ ９ が 存 在 し た 状 態 と な っ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 即 ち 、 誘 発 部 ５ ８ の 位 置 に は 、 第 ２ の 絶 縁 膜 ５ ７ が 存 在 し 、 強 化 部 ５ ９ の 位 置 で は 、 第
１ ， 第 ２ の 絶 縁 膜 ５ ６ ， ５ ７ が 存 在 し て い る た め 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ５ ４ が 矢 印 Ａ 方 向 に
曲 が る と 、 ガ ラ ス 基 板 ５ １ の 一 端 （ 側 面 ） ５ １ ａ 側 を 支 点 と し て 誘 発 部 ５ ８ が 容 易 に 曲 が
り 、 こ の た め 、 こ の 誘 発 部 ５ ８ に 応 力 が 集 中 し た 状 態 で 曲 が っ て 、 応 力 集 中 状 態 に 位 置 す
る 引 出 導 体 ５ ５ が ガ ラ ス 基 板 ５ １ の 一 端 ５ １ ａ に ぶ つ か っ て 断 線 す る 事 態 が 生 じ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ ー １ ３ ３ ６ ７ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 従 来 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 に お い て 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ５ ４ は 、 第 ２
の 絶 縁 膜 ５ ７ の 存 在 し た 誘 発 部 ５ ８ が ガ ラ ス 基 板 ５ １ の 一 端 ５ １ ａ の 近 傍 に 位 置 し 、 第 １
， 第 ２ の 絶 縁 膜 ５ ６ ， ５ ７ の 存 在 し た 強 化 部 ５ ９ が ガ ラ ス 基 板 ５ １ の 一 端 ５ １ ａ か ら 離 れ
た 位 置 と な っ て い る た め 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ５ ４ が 矢 印 Ａ 方 向 に 曲 が る と 、 誘 発 部 ５ ８ が
容 易 に 曲 が り 、 応 力 集 中 状 態 に 位 置 す る 引 出 導 体 ５ ５ が ガ ラ ス 基 板 ５ １ の 一 端 ５ １ ａ に ぶ
つ か っ て 断 線 す る 事 態 が 生 じ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 技 術 の 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 引 出 導 体
の 断 線 の 無 い フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 ラ ン ド 部 が 設 け ら れ た 回 路 基 板 と 、 ラ ン ド 部
に 接 続 さ れ る 引 出 導 体 を 有 す る 帯 状 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 と 、 こ の フ レ キ シ ブ ル 基 板 が 回 路
基 板 に 重 ね 合 わ さ れ た 状 態 で 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 が 回 路 基 板 の 一 端 か ら 突 出 し て 回 路 基 板
に 取 り 付 け ら れ た も の に お い て 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 は 、 回 路 基 板 の 一 端 か ら 離 れ た 一 端 近
傍 の 位 置 に 設 け ら れ 、 周 囲 よ り 曲 げ 強 度 の 弱 い 曲 げ 誘 発 部 と 、 こ の 誘 発 部 よ り も 曲 げ 強 度
が 強 く 、 誘 発 部 に 隣 接 し て 設 け ら れ た 強 化 部 を 有 し 、 こ の 強 化 部 が 誘 発 部 と 一 端 と の 間 に
配 置 さ れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た 本 発 明 は 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 が 曲 げ ら れ た 際 、 曲 げ 誘 発 部 の 位 置 で
曲 が り 、 こ の 誘 発 部 の 曲 が り に 伴 っ て 、 誘 発 部 と 回 路 基 板 の 一 端 と の 間 に 位 置 し た 強 化 部
が 撓 み 代 と な っ て 緩 や か に 曲 が っ て 、 曲 げ 応 力 が 分 散 し 、 回 路 基 板 の 一 端 に フ レ キ シ ブ ル
基 板 の 応 力 集 中 が 発 生 せ ず 、 従 っ て 、 引 出 導 体 の 断 線 の 無 い も の が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 発 明 に お い て 、 誘 発 部 は 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 突 出 方 向 に 対 し て
直 交 す る 方 向 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た 本 発 明 は 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 と 引 出 導 体 の 曲 が り の 安 定 し た も の が
得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 発 明 に お い て 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 に は 、 引 出 導 体 を 覆 う 絶 縁 膜 が
設 け ら れ 、 誘 発 部 が 絶 縁 膜 の 除 去 部 に よ っ て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た 本 発 明 は 、 絶 縁 膜 を 除 去 す る だ け で 良 く 、 そ の 構 成 が 簡 単 で 、 安 価
な も の が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 発 明 に お い て 、 絶 縁 膜 の 除 去 部 は 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 突 出 方 向
に 対 し て 直 交 す る 方 向 の 全 幅 に わ た っ て 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た 本 発 明 は 、 除 去 部 が フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 全 幅 に 設 け ら れ た た め 、 誘
発 部 に お け る フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 曲 が り の 容 易 な も の が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 発 明 に お い て 、 誘 発 部 は 、 引 出 導 体 上 の 絶 縁 膜 を 残 し た 状 態 で 、
絶 縁 膜 に 設 け ら れ た 除 去 部 に よ っ て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た 本 発 明 は 、 誘 発 部 に よ っ て 露 出 し た 引 出 導 体 を 半 田 メ ッ キ に よ っ て
保 護 す る 必 要 が 無 く 、 生 産 性 が 良 く 、 安 価 な も の が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 発 明 に お い て 、 絶 縁 膜 は 、 回 路 基 板 と フ レ キ シ ブ ル 基 板 と の 間 に
介 在 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た 本 発 明 は 、 絶 縁 膜 の 介 在 に よ っ て 引 出 導 体 が 直 接 、 回 路 基 板 の 一 端
に ぶ つ か る こ と が 無 く 、 引 出 導 体 の 切 断 の 無 い が も の が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 発 明 に お い て 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 に は 、 複 数 の 孔 が 設 け ら れ 、 誘
発 部 が 孔 に よ っ て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た 本 発 明 は 、 誘 発 部 の 形 成 が 容 易 で あ る と 共 に 、 誘 発 部 に お け る フ レ
キ シ ブ ル 基 板 の 曲 が り の 容 易 な も の が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 発 明 に お い て 、 回 路 基 板 に は 、 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル 用 の 撮 像 素 子 が
接 続 さ れ 、 撮 像 素 子 か ら の 信 号 が フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 介 し て 導 出 さ れ る よ う に し た こ と を
特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た 本 発 明 は 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 に 繰 り 返 し の 曲 げ が か か る カ メ ラ モ ジ
ュ ー ル に 適 用 し て も 、 引 出 導 体 の 切 断 の 無 い が も の が 得 ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 は 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 が 曲 げ ら れ た 際 、 曲 げ 誘 発 部 の 位 置 で 曲 が り 、 こ の 誘 発 部
の 曲 が り に 伴 っ て 、 誘 発 部 と 回 路 基 板 の 一 端 と の 間 に 位 置 し た 強 化 部 が 撓 み 代 と な っ て 緩
や か に 曲 が っ て 、 曲 げ 応 力 が 分 散 し 、 回 路 基 板 の 一 端 に フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 応 力 集 中 が 発
生 せ ず 、 従 っ て 、 引 出 導 体 の 断 線 の 無 い も の が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る と 、 図 １ は 本 発 明 の フ レ キ シ ブ ル 基
板 の 取 付 構 造 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 要 部 断 面 図 、 図 ２ は 本 発 明 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構
造 の 第 １ 実 施 例 に 係 る フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 平 面 図 、 図 ３ は 本 発 明 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取
付 構 造 の 第 １ 実 施 例 に 係 り 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 が 曲 げ ら れ た 状 態 を 示 す 説 明 図 、 図 ４ は 本
発 明 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 の 第 ２ 実 施 例 に 係 る フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 平 面 図 、 図 ５
は 本 発 明 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 の 第 ２ 実 施 例 に 係 る フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 平 面 図 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 次 に 、 本 発 明 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 構 成 を 、 カ メ ラ モ ジ ュ
ー ル に 適 用 し た 場 合 を 例 に し て 図 １ ～ 図 ３ に 基 づ い て 説 明 す る と 、 例 え ば 、 移 動 可 能 な 筒
状 の 取 付 部 材 １ に は 、 レ ン ズ ２ が 取 り 付 け ら れ る と 共 に 、 筒 状 の 保 持 部 材 ３ 内 に は 、 赤 外
線 除 去 フ ィ ル タ （ Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ ） ４ が 取 り 付 け ら れ 、 取 付 部 材 １ と 保 持 部 材 ３ が 結
合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 絶 縁 材 か ら な る 回 路 基 板 ５ の 上 、 下 面 の そ れ ぞ れ に は 、 導 電 材 か ら な る 複 数 の ラ ン ド 部
６ が 設 け ら れ 、 上 、 下 面 に 位 置 す る こ れ 等 の ラ ン ド 部 ６ は 、 接 続 導 体 ７ に よ っ て 接 続 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 撮 像 素 子 ８ は 、 複 数 の 電 極 ９ を 有 し 、 こ の 撮 像 素 子 ８ は 、 回 路 基 板 ５ 上 に 載 置 さ れ た 状
態 で 、 電 極 ９ が 上 面 に 位 置 す る ラ ン ド 部 ６ に 半 田 等 の 導 体 に よ っ て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 撮 像 素 子 ８ を 取 り 付 け た 回 路 基 板 ５ は 、 撮 像 素 子 ８ が 保 持 部 材 ３ 内 に 位 置 し た
状 態 で 、 保 持 部 材 ３ の 下 部 を 塞 ぐ よ う に 保 持 部 材 ３ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 撮 像 素 子 ８ と
レ ン ズ ２ と の 間 に は 、 赤 外 線 除 去 フ ィ ル タ ４ が 配 置 さ れ た 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 帯 状 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ は 、 長 手 方 向 に 複 数 本 が 並 列 に 配 置 さ れ た 引 出 導 体 １ １ と
、 こ の 引 出 導 体 １ １ を 覆 う よ う に 設 け ら れ た レ ジ ス ト 等 の 樹 脂 か ら な る 絶 縁 膜 １ ２ を 有 す
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 絶 縁 膜 １ ２ は 、 引 出 導 体 １ １ の 端 部 に 設 け ら れ た 端 子 部 １ １ ａ を 露 出 す る と 共 に 、
絶 縁 膜 １ ２ は 、 長 手 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ の 全 幅 に 跨 っ て
設 け ら れ た 除 去 部 １ ３ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 こ の 除 去 部 １ ３ を 設 け る こ と に よ っ て 、 こ の 除 去 部 １ ３ は 、 周 囲 よ り 曲 げ 強 度
の 弱 い 曲 げ 誘 発 部 １ ４ と な り 、 ま た 、 こ の 誘 発 部 １ ４ （ 除 去 部 １ ３ ） に 隣 接 し た 絶 縁 膜 １
２ の あ る 部 分 は 、 誘 発 部 １ ４ よ り も 曲 げ 強 度 が 強 い 強 化 部 １ ５ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う な 構 成 を 有 す る フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ は 、 絶 縁 膜 １ ２ 側 が 回 路 基 板 ５ の 下 面 に
重 ね 合 わ さ れ 、 端 子 部 １ １ ａ が 回 路 基 板 ５ の 下 面 に 位 置 し た ラ ン ド 部 ６ に 半 田 等 の 導 体 に
よ っ て 接 続 さ れ て 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ が 回 路 基 板 ５ に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ が 取 り 付 け ら れ た 際 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ は 、 回 路 基 板 ５
の 一 端 ５ ａ か ら 突 出 す る と 共 に 、 絶 縁 膜 １ ２ に 設 け ら れ た 除 去 部 １ ３ で あ る 誘 発 部 １ ４ は
、 回 路 基 板 ５ の 一 端 ５ ａ か ら 離 れ た 一 端 ５ ａ 近 傍 に 位 置 す る と 共 に 、 誘 発 部 １ ４ と 回 路 基
板 ５ の 一 端 ５ ａ と の 間 に は 、 絶 縁 膜 １ ２ の あ る 強 化 部 １ ５ が 存 在 し た 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 除 去 部 １ ３ に よ っ て 露 出 し た 引 出 導 体 １ １ の 箇 所 に は 、 引 出 導 体 １ １ を 覆 う 半 田
メ ッ キ が 設 け ら れ て 、 引 出 導 体 １ １ の 酸 化 等 を 防 止 し て 、 本 発 明 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取
付 構 造 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 が 適 用 さ れ た 例 え ば 、 カ メ ラ モ ジ ュ ー
ル は 、 携 帯 電 話 機 や カ メ ラ 等 に 組 み 込 ま れ て 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ が 所 定 の 箇 所 に 引 き
回 さ れ る と 共 に 、 引 出 導 体 １ １ が フ ォ ー カ ス 回 路 等 の 電 気 回 路 に 接 続 さ れ 、 撮 像 素 子 ８ か
ら の 信 号 が 引 出 導 体 １ １ を 介 し て 導 出 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル の 搬 送 時 や 組 込 時 、 或 い は フ ォ ー カ ス 調 整 時 等 の 際 、 フ レ キ
シ ブ ル 基 板 １ ０ に は 、 曲 げ 力 が か か る が 、 こ の 曲 げ 力 が 図 ３ に 示 す 矢 印 Ｚ 方 向 に か か っ た
場 合 、 先 ず 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ は 、 曲 げ 誘 発 部 １ ４ の 位 置 で 曲 が る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　 そ し て 、 こ の 誘 発 部 １ ４ の 曲 が り に 伴 っ て 、 誘 発 部 １ ４ と 回 路 基 板 ５ の 一 端 ５ ａ と の 間
に 位 置 し た 強 化 部 １ ５ が 撓 み 代 と な っ て 緩 や か に 曲 が っ て 、 曲 げ 応 力 が 分 散 し 、 回 路 基 板
５ の 一 端 ５ ａ に フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ の 応 力 集 中 が 発 生 せ ず 、 従 っ て 、 引 出 導 体 １ １ の 断
線 の 無 い も の が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 図 ４ は 本 発 明 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 の 第 ２ 実 施 例 を 示 し 、 こ の 第 ２ 実 施
例 を 説 明 す る と 、 誘 発 部 １ ４ は 、 引 出 導 体 １ １ 上 の 絶 縁 膜 １ ２ を 残 し た 状 態 で 、 絶 縁 膜 １
２ に 設 け ら れ た 除 去 部 １ ３ に よ っ て 形 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 即 ち 、 誘 発 部 １ ４ で あ る 除 去 部 １ ３ が 設 け ら れ る と 共 に 、 こ の 除 去 部 １ ３ の 間 に は 、 引
出 導 体 １ １ を 覆 う 絶 縁 膜 １ ２ が 残 さ れ た 状 態 に な っ た も の で 、 そ の 他 の 構 成 は 、 上 記 第 １
実 施 例 と 同 様 の 構 成 を 有 し 、 同 一 部 品 に 同 一 番 号 を 付 し 、 こ こ で は そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 図 ５ は 本 発 明 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 の 第 ３ 実 施 例 を 示 し 、 こ の 第 ３ 実 施
例 を 説 明 す る と 、 誘 発 部 １ ４ は 、 引 出 導 体 １ １ の 位 置 を 避 け た 状 態 で 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板
１ ０ に 設 け ら れ た 一 列 状 態 の 複 数 の 孔 １ ６ に よ っ て 形 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ し て 、 こ の 孔 １ ６ は 、 図 ５ の 第 ３ 実 施 例 に 示 す よ う に 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ と 絶 縁
膜 １ ２ の 双 方 に 設 け た も の 、 或 い は 、 図 ２ の 第 １ 実 施 例 や 図 ４ の 第 ２ 実 施 例 に お い て 、 孔
１ ６ が 絶 縁 膜 １ ２ の 除 去 部 １ ３ の 位 置 に 設 け ら れ た も の で も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ の 他 の 構 成 は 、 上 記 実 施 例 と 同 様 の 構 成 を 有 し 、 同 一 部 品 に 同 一 番 号 を 付 し 、 こ こ で
は そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 の 第 １ 実 施 例 に 係 る フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 平
面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 の 第 １ 実 施 例 に 係 り 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 が
曲 げ ら れ た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 の 第 ２ 実 施 例 に 係 る フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 平
面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 の 第 ２ 実 施 例 に 係 る フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 平
面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 取 付 構 造 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 １ 　 取 付 部 材
　 ２ 　 レ ン ズ
　 ３ 　 保 持 部 材
　 ４ 　 赤 外 線 除 去 フ ィ ル タ
　 ５ 　 回 路 基 板
　 ５ ａ 　 一 端
　 ６ 　 ラ ン ド 部
　 ７ 　 接 続 導 体
　 ８ 　 撮 像 素 子
　 ９ 　 電 極
　 １ ０ 　 フ レ キ シ ブ ル 基 板
　 １ １ 　 引 出 導 体
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　 １ １ ａ 　 端 子 部
　 １ ２ 　 絶 縁 膜
　 １ ３ 　 除 去 部
　 １ ４ 　 誘 発 部
　 １ ５ 　 強 化 部
　 １ ６ 　 孔

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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